
 

第４２１回 東京大学図書行政商議会議事要旨 

 

日  時   平成２７年７月２２日（火） １０：００～１２：１５ 

場  所   史料編纂所地下１階 大会議室 

出 席 者   ＜委員長＞久留島典子 ＜副委員長＞堀 浩一、畑中研一  

＜委 員＞伊藤洋一、水口 雅（代）、高井まどか、大津 透、井出 哲、清水謙多郎、 

佐口和郎、橋本毅彦、針生悦子（代）、村田茂穂、古田幹雄、藤原晴彦、今井 浩、 

景浦 峡（代）、吉田真吾、安冨 歩、齋藤哲志（代）、本郷恵子、泊 幸秀、塩澤真人、

吉信 淳、佐藤正樹、西村由希子（代） 

※(代)は代理出席者 

＜ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ＞田中 純、雨宮慶幸、葛西康徳、中川裕志（代）、尾城孝一、木村英樹、 

尾上陽介、多賀厳太郎 

欠 席 者  柴田龍弘 

列 席 者   木下 聡、熊渕智行、岡部幸祐、市村櫻子、久保田壮活、風巻利夫、堀内 正、 

三浦圭子、森田美由紀、守谷文葉、高橋 隆、合田美惠子、野口真理子、濱田すみ子、

綾部輝幸、池浦文彦、本多 玄、武田 明、小川真美、村上晋司、原香寿子 

 

配付資料   

1. 第 420回図書行政商議会議事要旨 

 2. 今後の総合図書館改修計画の進め方 

  3-1. 平成 27年度第 1回新図書館計画幹事会議事次第 

        3-2. 平成 27年度第 2回新図書館計画幹事会議事次第 

         3-3. 東京大学新図書館開館へむけての短期目標 

 3-4. 東京大学（本郷）アカデミックコモンズ（仮称）新営工事工程表（15.07.06）等 

        4-1. 平成 27年度第 1回サービス特別委員会議事次第 

4-2．全学共通経費による基盤的学術雑誌等の整備（第 3 期）に係る平成 28年度暫定措

置の対象資料（2015年 7月 10日時点） 

 5．平成 27年度第 1回将来計画特別委員会議事次第 

6．第 83回大学院総合文化研究科図書委員会及び第 34回駒場図書館運営委員会議事次第 

7．平成 27年度第 1回東京大学柏図書館運営委員会議事次第 

○ 第 4回柏図書館企画展示「駒場博物館資料展示 進化のいろいろ」 

○ 第 17回柏図書館わくわくミニコンサート 

○ 第 8回サイエンスカフェ「恵美須ヶ鼻造船所跡－明治日本の産業革命遺産－」 

○ 第 9回サイエンスカフェ「あなたの知らない蛾の世界」 

○ 第 10回サイエンスカフェ「海底の地図をつくる－水深測量の今昔－」 

 

＜開 会＞ 

・久留島委員長の主宰のもとに開会した。 

・議事に先立ち、代理出席者の紹介があり、総長補佐２名 尾上陽介（附属図書館担当）、 

多賀厳太郎（図書関係（新図書館構想担当））が今回より出席する旨報告があった。 



＜議 事＞ 

１．前回議事要旨の確定 

久留島委員長から、第４２０回議事要旨（資料 1）を確定し、ホームページに公開した旨の報告が

あった。また、委員からの提案により、報告事項の後、前回の協議事項（10）に関連して、全学共通

経費による基盤的学術雑誌等の整備（第３期）について協議することとなった。 

 

２．協議事項 

（１）今後の総合図書館改修計画の進め方について（資料 2） 

 久留島委員長から、資料 2に基づき説明があった。委員から各委員会等で行われる決議事項等につ

いて質問があり、久留島委員長が説明し、原案通り了承された。 

 

（２）全学共通経費による基盤的学術雑誌等の整備（第３期）について 

 久留島委員長から、全学共通経費による基盤的学術雑誌等の整備（第３期）について、役員会で平

成２９年度からの予算措置や財源について全学的な制度を検討しているところであるが、現時点で

は明確な回答は得ていない状況である旨の説明があった。 

 つづいて標記の件について協議した結果、出された意見をとりまとめて商議会から執行部に提示

し、本部予算からの全学共通経費の増額を求めるとともに、次回の商議会においてとりまとめた資料

に基づいて引き続き協議することとなった。主な意見は次の通り。 

・MathSciNet のような重要な学術資料が購入対象からもれないような仕組みを検討するために、全

学共通経費で何を購入するか、枠組み全体の再検討が必要である。 

・不定期刊の雑誌を購入対象外としたので、少数言語タイトルが購入できず、学術情報の多様性が損

なわれている。 

・学術情報基盤の整備に予算を充てられない大学が、世界に伍せるか甚だ疑問であり、この問題は東

京大学の学問の将来にとって非常に重要である。 

・電子ジャーナルを全学共通経費で契約する際には、一部のキャンパスからだけでなく全キャンパス

からアクセスできるように、マルチサイト契約にすべきである。 

・今回の暫定措置によって、学術雑誌等の維持や継続にどれだけの影響があったかをとりまとめ、執

行部に訴えるべきである。 

 

３．報告事項 

（１）新図書館計画の進捗について 

  久留島委員長から、資料 3-1～2 に基づき、新図書館計画幹事会での検討状況について報告があ

った。 

つづいて、堀副館長から、資料 3-3に基づき、新図書館開館に向けての短期目標について説明が

あった。委員から、東洋文化研究所はアジア研究図書館分室として、できるだけ一体運用を図ると

なっていることから関係を明記して欲しい旨の要望があり加筆することとした。 

  つづいて、岡部課長から資料 3-4に基づき、新館工事の進捗状況について報告があった。 

 

（２）附属図書館サービス特別委員会報告について 

橋本サービス特別委員長から、資料 4-1～2に基づき報告があった。 

 



（３）附属図書館将来計画特別委員会報告について 

  堀将来計画特別委員長から、資料 5に基づき報告があった。 

（４）駒場図書館運営委員会報告について 

  田中駒場図書館長から、資料 6に基づき報告があった。 

 

（５）柏図書館運営委員会報告について 

  雨宮柏図書館長から、資料 7に基づき報告があった。 

 

４．その他 

（１）柏図書館イベントについて 

  雨宮柏図書館長から、配布したチラシについて報告があった。 

 

つづいて、久留島委員長から、次回は 9月 16日の開催を予定している旨の発言があった。 

 

〈閉 会〉 

 


